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●会　員　15人
●連絡先　代表丸本
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●活動日　柏原田園交流センターで毎日活動
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今回おじゃました田園みそ加工グループでは、地元で採れたお
米や大豆を使って様々な種類の味噌やこうじ、そしてそれらを使
ったパンやケーキ等の商品も研究を重ねながらすべて手づくりさ
れています。
代表の丸本愛子さんは、都会で生活されていたとき、田舎では
自分の畑でたくさん採れていた野菜が都会で粗末に扱われている
のを見て、「食べ物を大切にしなければ」という意識が芽生えた
そうです。
そして、もともと郷土料理のお店や料理教室をされていたこと
もあり、平成13年に田園みそ加工グループとして活動を始めら
れました。メンバーの方にお話を聞いたところ、「活動を始めて
10年目だが、毎年が“１年生”と思って初心を忘れない」との
こと。様々な地域から集まってきたメンバーでのお話が、活動を
いっそう楽しいものにしてくれます。
丸本さんは、「現代は食の欧米化が進んでいるが、日本人の体
には日本食が一番合っているし、そうした伝統食を守り、伝えて
いくのが役目だと思っている。活動をすることで自分もうれしい
し、相手も喜んでもらえるし、みんながうれしい」と、柔らかい
笑顔で語ってくださいました。加工所で作られた商品は、市内の
直売施設やイベントで販売されているほか、小学校や幼稚園・保
育園の給食にも使用されています。
寒さも厳しくなってきましたが、今日は、日本食ならではのあ
たたかいご飯と味噌汁はいかがでしょうか。

第29話

お問い合わせ　政策調整課　市民協働推進室(米原庁舎)
1５２―６６２６　5５２―５１９５

連載  
 

政策調整課の職員が、まちづくり団体を訪問。
熱意をもって活動されているみなさんの「心
意気」をレポートします。

田舎みそ
加工グループ

掲載希望はこちらまで
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